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 要 旨   
目的： 
フィンランドでは 1970-1989 年の間、アルコール消費量の上昇とともに膵炎発症率が上

昇した。1990 年代にはアルコール消費量が一時的に減少した。フィンランドにおけるアル

コール消費量の推移と、急性アルコール性膵炎と肝硬変による入院率について検討した。 
方法： 
フィンランドの National Agency of Welfare and Health から 1987-2007 年の入院およ

びアルコール消費量のデータを得た。 
結果： 

1人あたり年間アルコール消費量は1987年の8.2Lから2007年の10.5Lまで増加したが、

1992-1994 年は不景気のため一時的に低下し、1994 年には 8.0L まで低下した。全人口に

おける急性アルコール性膵炎の入院率はこの間有意に上昇した（男 57 から 69/100,000/年、

女 7 から 12/100,000/年）。しかし、1996,1997 年には入院率が低下した。この期間の肝硬

変入院率は男女とも 45 歳以上の群で上昇したが、アルコール消費量が低下した 1994 年に

は一時的に低下した。膵炎の入院率が低下した最後の 6 年間には、興味深いことに膵炎か

ら肝硬変へのトレンドが見られた。調査期間において肝硬変の男女比は膵炎の男女比の 2
倍を示したが、女性の相対的割合は両疾患において 50%上昇した。 
結論： 
アルコール消費量に続いて変化する肝硬変とは対照的に、膵炎による入院は過去数年に

おいてアルコール消費量との関連が見られなくなる結果だった。 

  

 

 

  




